
 

 

 

 

2025 年 2 月 17 日提出 

　八地申第１９号団体交渉で設備環境改善について議論したものの、会社との認識が

合わず対立終了となりましたが、改めて同箇所で業務を担う社員に職場のレイアウト

や設備について意見聴取を行ったところ、約８割の社員から「シンクやテーブル・座席

等の設備が足りない」「管理者が２階に多くいることで、乗務員が滞在するスペースが

狭く混雑していることが多い」「執務スペースと休憩・食事スペースが一緒なのはおか

しい。食事も摂りづらく業務に集中出来ない」「食事スペースが管理者や外部の訪問者

から見え、安心して食事が摂れない」など、管理者を含め不安や不満を持っていること

が明らかになりました。 

これでは会社の目指す「社員・家族の幸福」「働きがいの創出・実感」に逆行してい

ることに他なりません。立川運輸分会が１月２２日に会社へ要請書を提出し、職場で労

使議論をし改善を図ろうとしたものの受け取りを拒否し、現場で働く社員の声に一切

耳を傾けませんでした。八王子地本はこれを受け、３項目を申し入れています。 

申し入れ項目 

 

八地申 

第 18 号

立川統括センター 

２階運輸セクションにおいて 

安心して業務が担える 

職場レイアウトの改善を求める申し入れ

 1. シンクが一箇所しか無い現状は、社員数に対して「必要な設備が整備されてい

る」とは到底言えないこと、八地申第１９号団体交渉時に会社は「共用設備を

管理する」と回答したが、職場では不衛生な状態が散見されおり会社回答とは

乖離があることから、シンクの増設と衛生上適切な管理を行うこと。 

2. 社員数に見合った食事スペース・業務スペースを確保すること。増設が出来な

い場合は、管理者・企画業務等社員の執務箇所を３階企画セクションとするこ

とで食事スペース・業務スペースを確保すること。 

3. 食事等による乗務の中断の際、安心して過ごせるよう、業務スペースと食事ス

ペースを明確に区分すること。また、区分に必要なパーテーション等設備を整

備すること。
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職場の問題を職場で解決しない会社姿勢を糺すとともに、 

全社員が安心して業務を遂行できるよう求めて行きます！


